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本
学
と
川
崎
市
が
共
同
開

講
す
る
Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・
専

修
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
れ
は
文
部
科
学

省
の
「
社
会
人
の
学
び
直
し

ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
受
託
事
業
と
し
て

２
０
０
８
年
か
ら
１１
年
ま
で

５
期
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ

た
Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
実

績
を
土
台
に
し
た
も
の
で
、

厳
し
い
選
考
を
通
過
し
た
２９

人
が
、
１０
月
か
ら
１２
年
３
月

ま
で
の
５
カ
月
間
に
わ
た
り

講
義
を
受
講
す
る
。

開
講
に
先
立
ち
１０
月
１０

日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
徳
田

賢
二
ア
カ
デ
ミ
ー
長
（
経
済

学
部
教
授
）
、
原
田
博
夫
経

済
学
研
究
科
長
、
川
崎
市
経

済
労
働
局
産
業
政
策
部
企
画

課
長
の
川
村
真
一
氏
の
あ
い

さ
つ
と
入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
徳
田

ア
カ
デ
ミ
ー
長
は
「
こ
の
講

座
を
新
し
い
生
き
方
を
見
つ

け
る
場
と
と
ら
え
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
財
産
に
、
よ
り
高

い
専
門
性
を
磨
い
て
、
皆
さ

ん
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激

励
し
た
。

受
講
生
た
ち
は
１１
月
１９
日

ま
で
の
導
入
課
程
を
受
講
し

た
後
、
共
通
課
程
（
１１
月
２２

日
～
１
月
７
日
）
、
応
用
課

程
（
１
月
１０
日
～
２
月
１８

日
）
、
実
践
課
程
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
、
現

場
就
業
研
修
∥
１
月
２２
日
～

３
月
３
日
）
と
段
階
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
学
び
を
深
め

て
い
く
。

１０
月
１３
日
、
東
京
・
赤

坂
御
苑
で
開
催
さ
れ
た
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
主
催
の

秋
の
園
遊
会
に
、
日
髙
義

博
理
事
長
・
学
長
が
招
か

れ
た
。

今
春
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
見
送
ら
れ
た

た
め
、
約
１
年
ぶ
り
の
開

催
。
政
府
や
国
会
代
表
、

各
界
の
功
績
者
ら
約
２
０

０
０
人
が
出
席
し
た
。

秋
の
叙
勲

小
出
法
学
部
教
授

瑞
宝
重
光
章
受
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
１１
月

３
日
で
発
表
さ
れ
、
小
出
錞

一
法
学
部
教
授
が
瑞
宝
重
光

章
を
受
章
し
た
。

小
出
教
授
は
東
京
高
裁
判

事
、
山
口
地
裁
所
長
、
名
古

屋
高
裁
判
事
（
部
総
括
）
な

ど
を
経
て
２
０
０
６
年
か
ら

本
学
法
学
部
教
授
。
専
門
は

刑
事
訴
訟
法
。

社
会
科
学
研
究
所
主
催

（
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策

学
部
共
催
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
中
国
と
日
本
の
経
済

・
財
政
Ⅰ
」
が
１０
月
７
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。今

年
度
か
ら
５
年
間
、
学

術
振
興
会
科
学
研
究
費
に
よ

る
中
国
の
政
府
間
財
政
関
係

の
実
態
調
査
に
、
町
田
俊
彦

社
会
科
学
研
究
所
長
（
経
済

学
部
教
授
）
が
参
加
し
て
い

る
。
社
会
科
学
研
究
所
で
は

実
態
調
査
の
研
究
協
力
者
を

中
心
に
中
国
の
財
政
研
究
者

を
招
き
、
継
続
的
に
日
中
財

政
比
較
を
行
う
趣
旨
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
２
０
１
３
年

度
は
史
生
栄
・
内
蒙
古
財
政

科
学
研
究
所
所
長
、
１４
年
度

は
陳
志
勇
・
中
南
財
経
政
法

大
学
（
武
漢
市
）
財
政
税
務

学
院
長
を
招
く
予
定
。

開
催
に
あ
た
り
、
原
田
博

夫
大
学
院
経
済
研
究
科
長

（
経
済
学
部
教
授
）
は
「
今

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
き

っ
か
け
に
中

国
の
中
央
財

経
大
学
と
の

交
流
が
深
ま

る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い

さ
つ
。
町
田

所
長
は
「
今

後
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

を
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
」

と
意
欲
を
み

せ
た
。

中
国
か
ら

参
加
し
た
馬
海
涛
中
央
財
経

大
学
「
財
政
と
公
共
管
理
学

院
」
院
長
・
教
授
（
通
訳
・

楊
華
同
准
教
授
）
は
、
１
９

７
８
年
来
の
経
済
改
革
以

降
、
め
ざ
ま
し
い
高
度
経
済

成
長
を
遂
げ
て
き
た
中
国
財

政
政
策
の
変
遷
に
つ
い
て
、

税
制
改
革
や
国
有
資
産
の
管

理
体
制
改
革
を
通
観
す
る
と

と
も
に
直
面
す
る
問
題
点
に

言
及
。
張
忠
任
島
根
県
立
大

学
教
授
（
中
南
財
経
政
法
大

学
客
員
教
授
、
上
海
財
経
大

学
客
員
教
授
）
は
、
財
政
政

策
に
対
す
る
大
き
な
調
整
が

行
わ
れ
た
２
０
０
８
年
以
降

の
中
国
の
財
政
政
策
の
動
向

を
考
察
し
た

最
後
に
町
田
教
授
が
民
主

党
政
権
の
「
新
成
長
戦
略
」

の
構
想
と
「
財
政
最
優
先
政

策
」
の
実
態
を
概
観
し
、
３

氏
の
発
表
に
続
き
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
教
員
や

学
生
を
交
え
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
司
会
を

宮
嵜
晃
臣
経
済
学
部
教
授

（
社
会
科
学
研
究
所
事
務
局

長
）
が
務
め
た
。

図
書
館
神
田
分
館
の
小
企

画
展
「
江
戸
・
明
治
の
実
印

と
印
鑑
登
録
・
証
明
」
が
１１

月
２８
日
ま
で
、
同
館
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
専
門
科
目
「
日
本

近
代
法
史
」
「
日

本
法
制
史
」
を
受

講
す
る
学
生
に
、

資
料
を
間
近
で
見

る
機
会
を
提
供
し

よ
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
同
科

目
を
担
当
す
る
高

木
侃
法
学
部
教
授

が
所
蔵
す
る
貴
重

な
資
料
を
展
示
。
江
戸
時
代

中
期
か
ら
明
治
時
代
中
期
ま

で
の
庶
民
、
大
名
ら
の
実
印

や
認
め
印
、
商
業
登
記
簿
を

は
じ
め
、
幕
末
（
安
政
５
年

以
降
）
に
使
わ
れ
て
い
た
召

捕
状
（
現
在
の
逮
捕
令
状
）

や
明
治
の
印
鑑
証
明
の
推
移

な
ど
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

高
木
教
授
は
「
両
科
目
と

も
、
６
０
０
人
を
超
え
る
受

講
生
が
お
り
、
な
か
な
か
講

義
で
資
料
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
実
際
に
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
を
見
る
こ
と

で
、
理
解
が
深
ま
る
の
で
、

今
後
も
こ
う
い
っ
た
機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

一
般
の
方
の
見
学
も
可
能

で
、
月
曜
（
１９
時
～
）
、
火

曜
（
１４
時
３０
分
～
）
、
金
曜

（
１７
時
３０
分
～
）
に
は
高
木

教
授
に
よ
る
展
示
説
明
会
が

行
わ
れ
て
い
る
。

公
開
講
座
情
報

人
文
科
学
研
究
所
公
開
講
座

「
東
日
本
大
震
災
を
新
聞
は

ど
う
報
じ
た
か
」

▽
日
時
∥
１２
月
６
日
（
火
）

１５
時
～
▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
１
０
１
０
３
教
室
▽

報
告
者
∥
藤
森
研
文
学
部
教

授
▽
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
∥
田

中
正
敬
文
学
部
教
授

社
会
科
学
研
究
所
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
原
発
事
故
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
」

▽
日
時
∥
１２
月

１７

日

（
土
）
１３
時
３０
分
～
１６
時
▽

場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１

０
２
０
９
教
室
▽
講
師
・
テ

ー
マ
∥
清
水
修
二
・
福
島
大

学
副
学
長
（
地
方
財
政
論
）

「
原
発
立
地
地
域
の
経
済
と

地
方
財
政
」
／
野
口
邦
和
・

日
本
大
学
専
任
講
師
（
放
射

線
防
護
学
）
「
放
射
能
拡
散

の
現
状
と
課
題
」
／
泉
留
維

専
修
大
学
経
済
学
部
准
教
授

（
環
境
経
済
学
）
「
脱
原
発

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

可
能
性
」
▽
入
場
無
料

１０
月
１
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
脱
原
発
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
を

考
え
る
」
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
の

理
論
・
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所

定
例
研
究
会
、
専
修
大
学
法

学
研
究
所
法
学
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
共
催
）
が
開
か
れ
た
。

衆
議
院
議
員
の
河
野
太
郎

氏
∥
写
真
、
同
・
阿
部
知
子

氏
、
青
山
学
院
大
学
教
授
の

小
島
敏
郎
氏
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
研
究
所
顧
問
の
竹

村
英
明
氏
に
よ
る
講
演
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。本

学
大
学
院
へ
の

入
学
希
望
者
を
対
象

と
し
た
初
の
大
学
院

進
学
相
談
会
が
開
催

さ
れ
る
。
事
前
申
し

込
み
不
要
。
教
職
員

に
よ
る
総
合
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
各
種

入
学
試
験
制
度
、
学

費
、
奨
学
金
、
特
別

学
生
、
個
別
審
査
、

外
国
人
留
学
生
の
就

学
ビ
ザ
等
の
相
談
に

対
応
す
る
。

▽
日
時
∥
１２
月
１７
日（
土
）１３

～
１６
時
▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
１
号
館
１４
階
ホ
ー
ル


大
学
院
事
務
課
【
神
田
】

☎
０３
（
３
２
６
５
）
６
５
６

８
【
生
田
】
☎
０
４
４
（
９

１
１
）
１
２
７
１

文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業（オープ
ン・リサーチ・センター整備事業）に選定されている「古
代東アジア世界史と留学生」（代表＝荒木敏夫文学部教
授）の公開講座が開講される。聴講無料。
▽日時＝１１月１９日（土）１３～１７時、２０日（日）１０時～１７
時３０分▽場所＝神田キャンパス３０３教室

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の平
成２３年度選定事業である「融合的心理科学の創成：心の
連続性を探る」（代表＝長田洋和人間科学部教授）の第

１回シンポジウムが開催される。聴講無料。
▽日時＝１１月２７日（日）１４時～１６時３０分▽場所＝神田キ
ャンパス７３１教室

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に選
定されている、研究プロジェクト「持続的発展に向けて
の社会関係資本（ソーシャル・キャピタル）の多様な構
築：東アジアのコミュニティ、セキュリティ、市民文化
の観点から」（代表＝原田博夫大学院経済学研究科長・
経済学部教授）のシンポジウムが開催される。聴講無料。
▽日時＝１２月３日（土）１３～１８時▽場所＝神田キャンパ
ス７３１教室

※この企画のお問い合わせは社会知性開発研究センター
事務課☎０４４（９１１）１３４７へ。

東
京
都
交
通
局
設
立
１
０

０
年
を
記
念
し
た
企
画
展

（
後
援
∥
東
京
新
聞
）
が
開

催
さ
れ
る
。
本
学
が
所
蔵
す

る
写
真
や
路
線
図
な
ど
が
展

示
さ
れ
る
ほ
か
、
ミ
ニ
講
演

会
お
よ
び
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
も
行
わ
れ
る
。
無
料
。

▽
会
期
∥
１１
月
２８
日
（
月
）

～
１２
月
２４
日
（
土
）
▽
開
館

時
間
∥
【
平
日
】
１０
～
２２
時

【
土
曜
】
１０
～
１９
時
【
日
曜

・
祝
日
】
１０
～
１７
時
▽
会
場

∥
千
代
田
図
書
館
展
示
ウ
ォ

ー
ル
（
区
役
所
９
階
）

※
ミ
ニ
講
演
会
お
よ
び
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
要
予
約
）

▽
日
時
∥
１２
月
１０
日
（
土
）

１４
～
１５
時
▽
会
場
∥
同
館
１０

階
会
議
ス
ペ
ー
ス
▽
講
師
∥

瀬
戸
口
龍
一
（
大
学
史
資
料

課
）


千
代
田
図
書
館
（
千
代
田

区
九
段
南
１
―
２
―
１
千
代

田
区
役
所
９
・
１０
階
）
☎
０３

（
５
２
１
１
）
４
２
８
９

社
会
科
学
研
究
所
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「アジアのソーシャル・キャピタル―実態調査を踏まえて―」

平
成
２３
年
度
大
学
院
経
済
学
研
究
科
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

社会関係資本研究センター・シンポ

ＫＫ
ＳＳ
ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル
・・
ビビ
ジジ
ネネ
スス
・・

アア
カカ
デデ
ミミ
ーー
がが
スス
タタ
ーー
トト

「
中
国
と
日
本
の
経
済
・
財
政
Ⅰ
」開
催

▲ 左から原田教授、楊氏、馬氏、張氏、町田教授

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
脱
原
発
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
を
考
え
る
」
開
く

▲ 受講生を激励する徳田アカデミー長

▲ あいさつする原田経済学研究科長

●●社社会会知知性性開開発発研研究究セセンンタターー公公開開講講座座・・シシンンポポジジウウムム●●

「心と身体と環境をつなぐ科学」

「古代東アジアの国際情勢と人流」

心理科学研究センター・シンポ

東アジア世界史研究センター

図
書
館
神
田
分
館

小
企
画
展

大学院進学相談会を初開催

▲ 江戸時代の実印と「認め」

を一本にしたもの

▲ 富佐子夫人とともに

秋の園遊会に

「
江
戸
・
明
治
の
実
印
と

印
鑑
登
録
・
証
明
」２８
日
ま
で

日髙理事長・学長

千
代
田
図
書
館
・

専
修
大
学
共
同
企
画
展

都
電
開
通
１
０
０
年

記
念
特
別
展
を
開
催

▲ 召捕状の印鑑・身分証明
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